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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、幕末・維新期における陵墓修復・管理事業を、特に地域社会の動向に留意しつつ検討したものである。
本論文は、序章と７つの章、および終章から成り、７つの章は２部に構成されている。全体の分量は、400 字詰原稿




























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 幕末・維新期の修陵事業および陵墓管理制度については、幕末・維新期の政治過程との関わりや、それらが周辺地
域に与えた影響、あるいは近代における天皇制イデオロギーの民衆への浸透との関わりといった側面から研究が行わ
れてきた。また、古墳形状の改変という側面に注目した考古学的研究もある。しかし、従来の研究は、幕末・維新期
の陵墓政策の限られた側面を取り上げたもので、その全体像を解明したものはない。本論文は、宮内庁書陵部に保存
されている政府文書や、陵墓近在の村に残された村方史料、あるいは寺院史料などを博捜し、政策の実施過程と地域
社会側の対応という二つの側面から、全体像を描き出すことに成功したものである。本論文は、当該テーマについて
の、現段階における最も体系的・包括的な研究といってよい。本論文の意義として、まずこの全体像の提示という点
をあげることができる。 
 また、本論文では、とりわけ陵墓政策と地域社会との関わりという視角を重視し、検討が行われている。この分析
視角を用いることによって、修陵事業や陵墓管理制度の創設が、村や、村を超えた地域的広がりにどのような影響を
与えたのか、地域社会はそれにどのように対応したのかが明らかになった。特に、陵墓管理に関わることで利権を得
ようとする動きや、村内での社会的地位を上昇させようとする動きが地域社会で見られたことを明らかにしたことは、
特筆に値する。また、申請者の研究は、修陵事業や陵墓管理制度の創設によってあぶり出された幕末・維新期畿内地
域社会の特質を的確に捉えたものであり、幕末・維新期畿内地域社会論に対する方法論的提起ともなっている。 
 その他、近世後期以降維新期までの陵墓政策を段階的に把握したこと、陵墓を一括してとらえず、河内・大和・山
城のそれぞれの陵墓の差異を念頭において検討したこと、明治新政府の諸陵寮の組織や政策課題を、新史料を用いて
解明したことも意義深い。 
 もちろん、本論文にも問題がないわけではない。近世後期に陵墓が注目されるようになる思想的背景の分析は浅い
ものにとどまっているうえ、近世後期以来、地域社会において広汎に展開しつつあった復古的潮流と、陵墓管理制度
導入に対する地域社会の対応との関連も、明らかにされていない。また、陵墓や陵墓参考地の様態による地元の対応
の多様性という問題については、なお検討の余地を残している。しかし、これらの問題点は、本論文の価値に較べれ
ば、小さなものというべきである。 
 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
